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救
急
医
療
情
報
キ
ỽ
ト
の
配
布

　
高
齢
者
の
安
全
と
安
心
を
は
か
る

た
め
ỏ
緊
急
時
に
迅
速
に
救
急
活
動

が
行
え
る
よ
う
ỏ
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
な
ど
緊
急
時
に
必
要
な
情
報
を

保
管
す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ỽ
ト
を
ỏ

希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
Ố

胸
配
布
場
所
ộ
高
齢
者
福
祉
課
生
き

が
い
支
援
班
ỏ
各
支
所
Ố

■対 
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
Ố

65
■他 
印
鑑
を
持
参
Ố

※
民
生
委
員
を
通
し
て
申
請
で
き
ま

す
Ố
配
布
希
望
者
は
ỏ
地
区
担
当
の

民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

■問 
高
齢
者
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

ớ
緯
内
線
2
7
1
・
2
7
2
ỜỐ

８
月
１
日
か
ら

ủ
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
Ứ
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　
市
で
は
助
成
対
象
者
へ
ỏ
個
別
に

通
知
ớ
7
月
初
旬
Ờ
し
ま
す
Ốủ
受

給
券
申
請
Ứ
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
Ố

ừ
主
な
変
更
内
容
Ử

胸
受
給
券
の
取
得
ộ
県
内
の
医
療
機

関
に
受
診
し
た
場
合
は
ỏ
市
が
発
行

す
る
ủ
受
給
券
Ứ
と
健
康
保
険
証
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
ỏ
支
払
精
算

と
な
り
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
県
外
医
療
機
関
に
受
診
し

た
場
合
は
ỏ
8
月
以
降
も
引
き
続
き

従
来
ど
お
り
償
還
払
い
の
対
応
と
な

り
ま
す
が
ỏ
受
給
券
申
請
の
手
続
き

は
別
途
必
要
で
す
ớ
償
還
対
応
は
受

診
時
か
ら
最
大
2
年
以
内
で
す
ỜỐ

胸
自
己
負
担
金
の
導
入
ộ
健
康
保
険

証
加
入
の
世
帯
で
住
民
税
所
得
割
課

税
世
帯
の
場
合
は
ỏ
通
院
一
回
ỏ
入

院
一
日
に
つ
き
2
0
0
円
を
医
療
機

関
に
支
払
い
ま
す
ớ
均
等
割
の
み
の

世
帯
ỏ
非
課
税
世
帯
と
保
険
調
剤
は

無
料
ỜỐ

　
な
お
ỏ
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象ớ
中
学
生
以
下
Ờ児
童
な
ど
は
ỏ
当

該
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
優
先

利
用
し
ま
す
の
で
ỏ
8
月
以
降
の
受

診
分
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を

利
用
し
た
領
収
書
の
償
還
精
算
は
無

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
Ố

怯
助
成
対
象
者
ộ
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
ỏ
2
級
ỏ
療
育
手
帳
○A 
の
1
ỏ

○A 
の
2
ỏ
A
の
1
ỏ
A
の
2
に
加
え

て
ỏ
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者
が
8
月
か
ら
新
た
に
対
象

と
な
り
ま
し
た
Ố

■申 
手
続
き
は
左
記
ま
で
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
給
付

班
ớ
緯
内
線
2
6
1
Ờỏ
印
旛
支
所
市

民
サ
ồ
ビ
ス
課
ớ
緯
碓98 
1
1
1
1
Ờỏ

本
埜
支
所
市
民
サ
ồ
ビ
ス
課
ớ
緯
碓97 

1
1
1
1
ỜỐ

こ
ん
に
ち
は
若
者
訪
問
相
談

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
精

神
保
健
福
祉
士
が
相
談
に
伺
い
ま
す
Ố

■時 
7
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
Ỗ
3
時

23

　
分
Ố

30■対 
市
内
在
住
の
　
歳
Ỗ
　
歳
で
ỏ
家

15

39

に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
と
家
族
Ố

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
Ố

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
ớ
緯
内
線
2
6
6
ỜỐ

東
京
電
機
大
学
ủ
認
知
症
予
防

　
に
係
わ
る
研
究
協
力
者
募
集
Ứ

　
研
究
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
自

身
の
身
体
活
動
習
慣
ỏ
認
知
機
能
レ

ベ
ル
ỏ
栄
養
状
態
ỏ
体
力
な
ど
の
結

果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

胸
調
査
期
間
ộ
8
月
　
日
我
Ỗ
平
成

19

　
年
3
月
　
日
牙
Ố

28

31

■内 
認
知
機
能
に
影
響
す
る
ỏ
日
常
的

身
体
活
動
と
栄
養
摂
取
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
調
査
▼
歩
数
計
を
用
い
て

日
常
生
活
で
の
身
体
活
動
の
調
査
▼

定
期
的
に
認
知
機
能
測
定
▼
栄
養
調

査
と
健
康
度
ỏ
体
力
に
関
す
る
検
診
Ố

ừ
説
明
会
Ử

■時 
7
月
　
日
画
・
午
前
　
時
Ỗ
正
午
Ố

24

11

■場 
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ỿ
ồ
タ
ウ

ン
キ
Ỿ
ン
パ
ス
ớ
武
西
学
園
台
ỜỐ

■対 
市
内
在
住
の
健
康
な
　
歳
以
上
で
ỏ

65

特
定
健
康
診
査
ỏ
ま
た
は
　
歳
以
上

75

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
人
Ố

※
ủ
健
康
診
査
結
果
の
コ
ピ
ồ
Ứ
の

提
出
が
必
要
Ố

■定 
　
人
Ố

20
■申 
7
月
　
日
画
ま
で
に
ỏ
住
所
ỏ
氏

10

名
ỏ
電
話
番
号
ỏ
生
年
月
日
ỏ
年
齢
ỏ

身
長
ỏ
体
重
を
記
入
し
メ
ồ
ル
で
左

記
へ
ớ
先
着
順
ỜỐ

■問 
東
京
電
機
大
学
工
学
部
人
間
科
学

系
列
・
木
村
ớ
■メール alip

ro
@
m
ail.

d
e
n
d
ai.ac.jp

ỜỐ

地
区
健
康
推
進
員
活
動

ベ
ビ
ồ
と
マ
マ
の
テ
ỹ
ồ
ル
ồ
ム

　
地
区
健
康
推
進
員
が
作
る
簡
単
な

お
や
つ
と
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
ỏ

子
育
て
中
の
マ
マ
が
ỏ
ほ
ỳ
と
一
息

で
き
る
交
流
の
場
で
す
Ố

■時 
7
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
Ỗ
　
時

14

10

11

　
分
ớ
受
け
付
け
9
時
　
分
Ỗ
ỜỐ

30

50

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ồ
い
ん
ばớ
美
瀬
ỜỐ

■対 
1
歳
6
カ
月
位
ま
で
の
子
と
親

ớ
日
中
お
孫
さ
ん
の
お
守
り
を
し
て

い
る
祖
父
母
の
参
加
も
可
能
ỜỐ

■定 
　
組
ớ
先
着
順
ỜỐ

20
■費 
無
料
Ố

■他 
飲
み
物
や
お
む
つ
な
ど
ỏ
お
子
さ

ん
に
必
要
な
物
Ố

■申 
事
前
に
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
Ố

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ồ
ớ
緯
碓97 
1
1

1
1
嘩
ỜỐ

不
妊
相
談
セ
ン
タ
ồ
事
業

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
を
対
象
に

不
妊
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
や
不

妊
治
療
・
不
育
症
に
関
す
る
情
報
提

供
ỏ
医
療
面
で
の
相
談
を
行
い
ま
す
Ố

■時 
8
月
　
日
ỏ　
月
8
日
ỏ　
月
　

13

10

12

10

日
ỏ
平
成
　
年
2
月
　
日
の
木
曜

28

18

日
・
午
後
1
時
　
分
Ỗ
4
時
Ố

30

■場 
印
旛
合
同
庁
舎
内
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ồ
ớ
佐
倉
市
ỜỐ

■定 
一
日
3
人
ớ
一
人
　
分
ỜỐ　

30

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
Ố

胸メンタルヘルスサポーター養成編胸
講師内容場所日時

千葉県精神科医療センター・
深見悟郎氏（精神科医）

心の病について（医学
薬学概論）市

役
所
大
会
議
室

第1回7月２１日峨・
午前10時～正午

順天堂大学スポーツ健康科学部准教授・
四方田清氏

統合失調症、うつ病の
理解について

第2回8月４日峨・
午前10時～正午

成田地域生活支援センターセンター長・橋本
美枝氏（精神保健福祉士）支援者の実践について第3回9月３日牙・

午前10時～正午
社会福祉法人生活クラブ・赤堀久里子氏
（精神保健福祉士）、社会福祉法人のう
えい舎地域活動支援センターもくせい
舎ゆい・戸辺博之氏（ピア・スタッフ）

・地域の資源、支援に
ついて
・ピア・スタッフの活
動について

市
役
所
附
属
棟

　
・
　
・
　
会
議
室

２３

２４

２５

第4回9月16日我・
午前10時～正午

 office 夢風舎舎長・土屋徹氏
オフィス

（看護師・精神保健福祉士）

認知行動療法としての
SST（社会技能習得ト
レーニング）

第5回10月５日俄・
午前10時～正午

　心の病を抱える人、生活のしづらさを感じる人、その家族が住み慣れた地域
で、安心して生活が出来るよう、身近な相談者として市ではメンタルヘルスサ
ポーターを養成します（全5回で1回のみの参加も可）。■費 無料。■定 ５０人。
■問 障がい福祉課障がい福祉支援班(緯内線26６）。

～平成27年度心の健康市民講座～平成27年度心の健康市民講座～～

メンタルヘルスサポーター養成メンタルヘルスサポーター養成編編

■問 
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ồ

ớ
緯
0
4
3
Ổ
4
8
3
Ổ
1
1
3
4
ỜỐ

マ
ン
シ
ἀ
ン
管
理
士
派
遣

　
市
で
は
ỏ
マ
ン
シ
ἀ
ン
管
理
組
合

に
マ
ン
シ
ἀ
ン
管
理
士
を
無
料
で
派

遣
し
ỏ
個
別
の
事
情
に
合
わ
せ
た
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
Ố

■内 
管
理
組
合
の
運
営
・
管
理
規
約
な

ど
の
ご
相
談
ỏ
管
理
状
況
の
簡
易
自

己
診
断
と
改
善
事
項
の
助
言
ỏ
出
前

講
座
な
ど
Ố

■対 
市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ἀ
ン
の
区
分

所
有
者
で
構
成
す
る
マ
ン
シ
ἀ
ン
管

理
組
合
の
代
表
者
Ố

■定 
8
件
程
度
Ố

■申 
　
月
　
日
俄
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で

11

30

に
ỏ
指
定
の
様
式
を
左
記
ま
で
郵
送

ま
た
は
持
参
Ố

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
ớ
〒
2
7
0

Ổ
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

Ổ
2
・
緯
内
線
7
7
6
ỜỐ

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
の
配
布

胸
募
集
資
料
は
2
種
類
ỏ
空
家
入
居

ớ
年
4
回
慨
4
・
7
・
　
・
1
月
Ờ・

10

常
時
ớ
毎
月
Ờ
で
す
Ố

胸
配
布
場
所
ộ
建
築
指
導
課
ỏ
各
支

所
ỏ
中
央
駅
前
出
張
所
ỏ
牧
の
原
出

張
所
Ố

　
資
料
な
ど
の
問
い
合
せ
は
ỏ
千
葉

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

募
集
課
ớ
緯
0
4
3
Ổ
2
2
2
Ổ
9

2
0
0
Ờ
へ
Ố

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
Ố

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行

　
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
の
施
行

に
よ
り
ỏ
空
き
家
の
所
有
者
は
建
物

の
第
一
義
的
な
管
理
責
任
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
Ố

健
康

都
市

（9）平成27年（2015）7月1日号

興  ෞ້֥      
しょうかき

の 処分方法 興
しょぶんほうほう

　 消火器 
しょうかき

は、 印西  クリーンセンター では 処分 ができないため、「 燃 やさないごみ」
いんざい く り ー ん せ ん た ー  しょぶん も

や「 粗大 ごみ」として、ごみ 集積所 へ 出 すことはできません。
そ だ い  しゅうせきじょ だ

【 消火器 を 処分 する 場合 】
しょうかき しょぶん ば あ い

猿「 特定窓口 」（ 市内 では ジョイフル本田千葉ニュータウン店 ）または「 指定引取 
とくていまどぐち し な い  じ ょ い ふ る ほ ん だ ち ば に ゅ ー た う ん て ん  していひきとり

 場所 」（ 市内 になし）に 持 ち 込 む。
ば し ょ  し な い  も こ

猿「 エコサイクルセンター 」（ゆう パック専用コールセンタ ー　Tel 0120― 822―
え こ さ い く る せ ん た ー  ぱ っ く せ ん よ う こ ー る せ ん た ー

306、 HP http://www.ferecycle.jp/）に 連絡 し、ゆう パック による 消火器 の 回収 を
れんらく ぱ っ く  しょうかき かいしゅう

 依頼 する。
い ら い

猿 ホームセンター や 住宅用防災機器等取扱業者 などによっては、 住宅用消火器 を
ほ ー む せ ん た ー  じゅうたくようぼうさいききとうとりあつかいぎょうしゃ じゅうたくようしょうかき

 購入 した 場合 に 限 り、 古 い 住宅用消火器 の 回収 を 実施 している 事業所 もあります。
こうにゅう ば あ い  かぎ ふる じゅうたくようしょうかき かいしゅう じ っ し  じぎょうしょ

この 場合 は、お 近 くの 取扱店 などへ。
ば あ い  ちか とりあつかいてん

※ エアゾール式 の 簡易式消火具 は、 一般スプレー缶 と 同 じ 方法 で 廃棄 。
え あ ぞ ー る し き  かんいしきしょうかぐ い っ ぱ ん す ぷ れ ー か ん  おな ほうほう は い き

猿 費用 … 平成 22 年 1 月 から 消火器リサイクル制度 の 導入 により、「 リサイクルシ ー
ひ よ う  へいせい ねん がつ し ょ う か き り さ い く る せ い ど  どうにゅう り さ い く る し ー

 ル 」が 貼 り 付 けてあるものは リサイクル料 が 無料 。それ 以前 のものは リサイクル料 
る は つ り さ い く る り ょ う  むりょう い ぜ ん  り さ い く る り ょ う

が 必要 。
ひつよう

 問 い 合 わせ 先 ： クリーン推進課 　 電話 :0476-42-5111（ 内線 382）、
と あ さき く り ー ん す い し ん か  で ん わ  ないせん

Email: cleanka@city.inzai.lg.jp

 外国人 のみなさんへ
がいこくじん

～ごみの 分別 シリーズ嘘 ～
ぶんべつ

”For Foreigners“Garbage Separation嘘”
興 How to dispose of fire extinguishers興
You cannot dispose of fire extinguishers as “non-burnable garbage” or 
“oversized garbage”, because the Clean Center does not accept them.
【How to dispose of fire extinguishers】
猿Bring them to “Specified Counter (“Joyful Honda Chiba New Town Store” 
in Inzai City)” or “Designated Acceptance Place (nothing in Inzai City)”. 
猿 Request “Eco Recycle Center (Call Center for Yu-Pack: Tel 0120-822-306. 
HP http://www.ferecycle.jp/) ” to collect them through“Yu-Pack”system.
猿 Some DIY stores or dealers relating to transitional measures on disaster 
prevention device for residence may collect used fire extinguishers for 
residence subject to purchasing it.
 For more details, please contact them.
※ You can dispose of aerosol fire extinguishers in the same manner 
as general spray cans.  
猿 Fee: Fire extinguishers with “Recycle Seal” will be collected free of charge 
by introduction of recycling system for fire extinguishers as of January 2010. 
Therefore, you are required to pay the recycling fee for them without the Seal.
Tel: 0476-42-5111（ext. 382）、Email: cleanka@city.inzai.lg.jp


